
第２号様式 

 

廃棄物焼却施設等解体工事終了報告書 

年   月   日 

（あて先）  川崎市長         

                             郵 便 番 号           

                             住    所 

                            氏    名 

法人にあっては、名 

称及び代表者の氏名 

 

川崎市廃棄物焼却施設の解体工事におけるダイオキシン類等汚染防止対策要綱第６条

（第３項）の規定に基づき、次のとおり報告書を提出します。 

 

施設の名称 

 

 

 

 

施設の設置場所 

 

 

解体工事期間        年  月  日  ～  年  月  日 

 

添付書類 

 

 

□ 第9条に定める周辺環境の状況調査（敷地内）の結果を記載

した書類 

□ 解体工事により発生した廃棄物の種類ごとの数量、処分方

法等を記載した書類 

□ 要綱第10条に定める措置を講じた場合は、その措置の内容

を記載した書類 

 

 

連絡先 

 

所  属        部      課       係

担当者氏名  

電話番号              （内線      ）

備 考  添付書類の□のある欄には該当する項目にレ印を記入すること。 

 



廃棄物焼却施設解体工事終了報告書 

第9条に定める周辺環境の状況調査（敷地内）の結果の記載書類に係る目録 

 

 

当該工事に係る焼却施設の区分    Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ ・ Ⅳ 

 

１ 大気分析結果 

□ あり 

□ なし 

大気分析を実施しなかった根拠 

□ 焼却施設の区分がⅠ以外であるため 

□ 焼却施設の区分がⅠであるが、焼却施設の設置箇所が工業専用地域であるため 

□ その他 

（                                     ） 

 

２ 水質分析結果 

□ あり 

□ なし 

水質分析を実施しなかった根拠 

□ 焼却施設の区分がⅣであるため 

□ 焼却施設の区分がⅣ以外であるが、汚水を全量産業廃棄物として搬出したため 

□ その他 

（                                     ） 

 

３ 土壌分析結果 

□ あり 

□ なし 

土壌分析を実施しなかった根拠 

□ 事前の汚染物のサンプリング調査結果が規定の数値以下であったため 

□ 事前の汚染物のサンプリング調査結果が規定の数値を超過したが、焼却施設の設置

箇所に裸地がないため 

□ その他 

（                                     ） 

 


